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ਐԽ͢る、Իڹͱৼಈのٕज़

1��� 、ӳࠃのՊֶऀであるϑランγスɾΨ
ルτンは、ߴいप数でのՄௌԻをௐるた
Ί、つまりਓのௌྗのҧいを測るたΊのثػ
を։ൃした。そして 1�00 にはυΠπのཧ
ֶऀであるϚοクスɾτーϚスɾΤーσルϚン
子がվྑをՃ͑た݁Ռ、このົحなܗのπー
ルがした。ௌྗ計測、Իڹ計測のྺ্࢙、
ॏཁなҙຯを࣋つこのπール。͔ޱら空気を
ૹりࠐΉと、おΑそ 30,000)[（ೣがࣝผでき
る্ݶఔ度のप数）のԻをൃੜさͤること
ができる。
औྗڠࡐ � খྛཧֶ研究ॴ 音響Պֶതؗ

Өࡱ � Ӌ ༎थ

「Ψルトンの超音థ<Τーσルマンύイϓ>」
খྛཧֶ研究ॴ 音響Պֶതؗଂ
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)*4503: 0' 5&$)/0-0(:ɹリオンのٕज़࢙

ୈޒճɹิௌث
Ξφϩά͔らσδλルの大సظにϑΥーΧス 

'30. /08 0/ɹリオンのʦい·ʧͱʦこれ͔Βʧ

'6563& 5"-, 4&44*0/ 中ݎΤンδχΞたͪのτークηογϣン
ϛラΠのٕज़、  ϛラΠのリオン

*/ 5)& #"$,:"3%ɹٕज़։ൃ、࠷લઢʂ

ձのָしさをݟൃ࠶するະདྷのσόΠス。
「ώΞラϒルσόΠス」とはʁ

5"-&4 0' 3*0/ɹݟฉʂ リオンのͱͻͱͼͱのΒ͠

製品の҆શをकるͻとたͪ のר

'30. 07&34&"4ɹւのこ͏のリオン

γンΨϙールฤ

063 '"703*5& 508/ ,0,6#6/+*ɹリオンのスタッフがφϏήーτ

ϒラリ、ࠃ分ࣉ८り
ճのςーϚʦࠓ のϏΞόーでҟจԽަࣉ分ࠃ ʂྲྀ>

"$5*7*5:

リオンのʦ׆ಈใࠂʧ

&1*-0(6& 4$*&/$& 4$*&/$&� ɹリオンスタッフのこͩΘΓίϥϜ

ཧ数きなもので。
/P.005 ɹݩૉपظදはのू大

02

06

10

12

14

16

17

18

20

Copyright Ⓒ RION All Right Reserved　本誌の一部あるいは全部を無断で転載・公開することを禁じます。

ද࡞ࢴʮਖͱクリーンルームʯ
入口には防塵服が整然と並び、精密な製品を開
発、製造するクリーンルーム。白帽を身に纏い、
一切のホコリを遮断して行う作業には独特の緊張
感を感じた。しかし、ビニールカーテン越しに見
る機器や作業は、見えるようで見えない、まるで
まどろんでいる感覚。中と外の秘匿性、空気感を
意識して制作を行った。

൛ըՈɾౢ༐༎ʢ͖ͨ͡·Ώ͏͚͢ʣ
2014年武蔵野美術大学大学院版画コース修了、
木版画とモノタイプ（1点刷り版画）の技法をミッ
クスした独自の手法を用いて、親しみのあるモノ
を題材に1点モノの版画作品を制作する。

当初、編集委員の仕事は「わからない事ばかりで憂鬱」
と感じていました。ですが取材で、普段は淡 と々仕事を
こなしているクールな後輩社員の情熱的な一面に触れて
びっくりすることがありました。その情熱は、キラキラし
た目で夢を語っていた新入社員の頃と同じでした。RTJ
では、そんな社員の情熱的で純粋な思いを伝えたい。
それ以来、これはどんな取材になるのかな？どんな記事
になるのかな？とわくわくしながら企画を考えています。
（濱中）
今年度から編集委員に加わりました。本誌を編集する上
で、様 な々企画について議論をしています。そこで感じた
ことは、当社には熱意とエネルギーが溢れているという
ことです。本誌はこの熱意とエネルギーを、余すことな
く皆様にお伝えできる内容になっています。ご期待くださ
い。（山川）

編集前記
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ࣾձʹ͓͚Δଟ༷ͳͰΒ͠とϏδωスΛ͑ࢧଓ͚Δɺ
ϦΦϯͷඍཻܭࢠଌثɻ
ͨ͠ʹଌʹ͓͍ͯଟϞχλϦϯάΛՄܭࢠճは͜ͷඍཻࠓ
「31Ϟχλ」։ൃͷཪʹ͍ͭͯɺ
भϦΦϯͷ߂٢ాथと۳ࢁҰརɺϦΦϯͷঙࢠӳथʹΛฉ͍ͨɻ

PROJECT STORY リオンのϓϩμΫτ։ൃυΩュϝンタリー औࡐɾจ �Ҫ  ্༤

多様な環境計測の
ニーズに応える

RPモニタ
誕生の舞台裏

R1 Ϟχタ &WP10 ,1�01
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ΧϛΦΧϯデͷ
७ਫਗ਼ড়ཧʹ
ϦΦϯͷඍཻܭࢠଌث

　リオンのओ力の 1 つであるඍཻࢠ

計ଌ器（Ҏ下、ύーティクルΧウンタ）は、

ਫ਼ߴをࢠ体やӷ体தにු༡するඍཻؾ

度に計ଌするஔだ。半ಋ体やフラット

ύωルディスプレイ（'1D）のクリー

ンルームや、ҩༀ・৯、පӃŋ手

術ࣨなどでਗ਼ড়度の計ଌに大きなҖ力を

発شする。

　リオンはこのඍཻࢠ計ଌ分で、ੈ ք

ઌをりଓけるリーディングΧンύ࠷

ニーだ。1977年にؾத用のύーティク

ルΧウンタ「,C�01」を日本でॳめて

させ、これをൽ切りに安価でߴ性能な

オールインワンタイプの܈を発ചし

てきた。ඍཻࢠの計ଌには、半ಋ体レー

βをরࣹしてࢄཚޫをݕ知する「ޫࢄཚ

方式」と、ޫ が通աした際のޫࢠをཻݯ

の減ਰをݕ知する「ޫःஅ方式」があ

るが、リオンは両方式をΧバー。ͪなみ

に、ӷத用ύーティクルΧウンタは、ノー

ベル理ֶをडしたখࣲণढ़ࢯの

ニϡートリノݕ出ࢪ設でも大活༂した。

大な観ଌஔ「ΧミオΧンデ」は大ྔڊ

の७ਫでຬたす必要があったが、そのਗ਼

ড়度理にリオンのが使用されたの

である。

スλϯυアϩʔϯ͚ͩͰは
͏·Εͯ͠͞ʹऔΓ࣌

るリオンのύーティクތい技術力をߴ　

ルΧウンタだが、ハードウェア本体のみな

らず、ιフトウェアにもϢニークなιリϡー

シϣンがある。これは、もともとリオン

をѻうൢ社であったभリオンが、Ӧ

い上͛て開発ٵ客ニーζをސ活ಈからۀ

に౿み切ったものだ。

　भリオンは、ύーティクルΧウンタと

周ล機器やιフトをセットにしてൢചし

ている。計ଌ器のファームウェアはリオン

本体が担していたが、1C 用ιフトの

開発はभリオンがൢചઓུの一環と

してスタートしたものだった。ൢ社的

なׂを担うभリオンだが、周ล機

器の開発も行うಛघな立ͪҐஔで、社

内に技 術 課をஔいていた。技術担

の߂٢ాथは「リオン本体は計ଌ器メー

Χーとして、センサ開発がメインでした。

そこでզ々が、インターフェースを࡞るこ

とで、お客様とのビδωスのڮしをして

いたのです」とৼりฦる。

　भリオンの۳ࢁ一རも「୯体で

ύーティクルΧウンタがചれたらخしかっ

たのですが、時はӦۀ的にݫしいঢ়گ

でした。」とޠる。

　リオンは、/&C1C�9�シリーζ上で

ಈくઐ用ιフトを発ചしていたのだが、後

、の開発はストップしていた。時はܧ

まだ1Cに計ଌ器をଓする使い方は一

ൠ的ではなかった。ڝ合のւ֎メーΧー

は*#M 1C�"5用ιフトが発ചされていた

が、日本ޠԽされたはなかったのだ。

しかし計ଌ器のੈքでもいずれ1Cがී

。は考えていたࢁする時がདྷると۳ٴ

「ύーティクルΧウンタのച上を伸ばすた

めには、機器の制ޚやデータ処理に使え

る1C用ιフトがઈ対に必要だ」

は「リオン本社での開発が難しいࢁ۳　

なら、भリオンでιフトを࡞りません

かʁ とても大変ですが、どうかษڧのつ

もりでおئいします」と、٢ాに૬ஊを

「���$,」ثଌܭதඍཻ子ؾ

1��� 年にؾதඍཻܭࢠଌثୈҰ߸ػと͠
て開発͞れたʮ,$�01 ʯ。࠷খՄଌཻܘ
࣌トοプレϕルの 0�� �N。খܕで 100
ສԁをる手͝ΖなՁ֨で、͓ ٬༷͔Β
ධをത͠た。

٢ थ߂ా 
भϦオン 技術෦。1���年、भϦ
オンに入社。ิௌث、オージオメータ、
૽音ܭ、振動ܭ、ܭ、ύーςΟΫル
Χンタのमཧɾݕɾߍਖ਼ɾઃஔを
手掛ける。1���年͔Βಛのઃܭɾ
࡞を開1。࢝���年にʮR1Ϟχタʯを
開発。ࡏݱޙਐのڭҭ͕ςーϚ。
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インターネット

K1701 Ver.3

K1906

信号灯

指示警報計

KA-03

KA-05

KA-02

KC-31M

指示警報計

コンバータ

コンバータ
K1813

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03

RION PARTICLE   SENSOR   KA-0�

31 モχタ &WP�� 
,����（ 7FS��）

（ଟモχタリンάシスςϜ༻）

ʮR1Ϟχタ &WP10 ,1�01ʢ7FS��ʣʯ
、γϦΞルϞードのύーςΟΫル
Χンタと.VMUJϞードRのύー
ςΟΫルΧンタを࠷େ �1ʢ֦
ு1�0 ଓʣまでಉ࣌に੍ޚす
ること͕できる。ࠨ、֤ のثػ
ଓイメージ。
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٢ా、のҙがわりࢁけた。۳ֻͪ࣋

もҙを決して「それなら、やりましΐうʂ」

とշしたという。

ใऩू··ͳΒͳ͍த
ख୳ΓͰ։ൃΛਐΊͨʑ

　さっそく۳ࢁは、得ҙઌに開発前のι

フトを1RしたとこΖ、いにもड注に

ޭした。このタイミングで、いよいよR1

モニタの前となるιフトウェア開発がス

タートした。しかし、実際に開発にܞわっ

たのは٢ాただ一ਓ。開発は手୳りঢ়ଶ

のなか、まさに҉தࡧでਐめられた。

٢ాは「時は一ਓでコーディングしてい

ました。࠷もۤ࿑したは、WinEoXs

関࿈のใが圧倒的に少なかったこと。

ॳظのR1モニタは、ύーティクルΧウン

タと1CはRS�2�2Cܦ༝で、1対1 で通

信する仕様でした。WinEoXs ��1 が発

ചされた 199� 年は、ใ収集はॻ

にཔるしかありませんでした」とޠる。

　それでもԿとか開発にޭし、R1モ

ニタのVeS�1 がれてൢച開࢝となった。

。客の響についてこう回するސはࢁ۳

のだ。ύーティクルΧウンタの通信イン

ターフェースはRS���� が使われていた

が、実はRS���� ではࡉかい仕様はメー

Χーにҕねられていて、֤ 社ಠࣗの仕様

になっていたのだ。ύーティクルΧウンタ

の器छが変われば、計ଌのタイミングや

ಉظなどの制ޚもؚめて通信仕様が変Խ

する。٢ాは実機合わせをしながら、ࢼ

行ޡࡨでιフト開発をਐめていった。た

とえば多ϙイントを1分間で計ଌする

なら、その間にR1モニタからそれͧれの

ύーティクルΧウンタにコマンドをૹって

制ޚすることになる。しかし、その際にど

こかのϙイントのデータがಡみ取れない

という現が起きていた。

「1対多の多システムで通信を行うと

き、計ଌタイミングが合わなかったので

す。そこでリオンଆと協議して、1あた

りのサンプリング間ִを 0��ඵにするな

ど、プロトコルを࡞りしました。また、

リオンಠࣗ仕様に合わせたRS����コン

バータなども開発しました」（٢ా）

　٢ాには、開発プロセスではۤ࿑を

Ԁわないという、技術者としてのᛗ࣋が

あった。ただ、ࣗ 分では対処できない֎的

「どのۀاもWinEoXsのಋ入が࢝まっ

たばかりでした。それでもR1モニタは、

お客様からૢ࡞が؆୯で使いやすいと

٢ా、評をതし、いΖいΖな要も出て

にさらなる機能の加をおئいしました」

　その後、R1モニタは࣍々にバーδϣン

アップしていくことになるが、大きなస機

となったのは多モニタリング用にվྑさ

れたVeS��であった。半ಋ体ஔ

が設ஔされたクリーンルームのਗ਼ড়度

理では、֤ 部にԿ度もۀ࡞һが行き

དྷしてਗ਼ড়度ଌ定の४備をすることに

手間がかかるため、֤ 部にύーティク

ルΧウンタを設ஔして、1C 上のR1モ

ニタから一ݩ的に機器をコントロールし

ながら、֤ ϙイントのଌ定を࿈ଓ的に

ࣗಈでモニタリングしたいという要が

出ていたのだ。

ଟϞχλϦϯάͰ
ଌఆデʔλΛಡΈඈ͢ոݱ

　٢ాは、多モニタリング機能の

加にんだ、ここでも開発は難ߤした。

多計ଌになって新たな問題が発覚した

ཚ方式ηンαུ֓ਤࢄޫ

インレοトϊζル͔Βਧきग़す
͕ࢠཻ。ྉにޫをরࣹするࢼ
ޫを௨աするときのࢄཚޫを
レンζでूΊてϑΥトμイオー
ドでडけ、ి す৴߸にมؾ
る。ిؾ৴߸のڧཻ͕ܘ、
ࢠཚޫをडޫ͠たճཻ͕ࢄ
となる。

31 モχタ &WP�� ,����
表ࣔը໘ 

ϞχタϦングにར用でڥ
きる࠷৽όージϣンʮR1Ϟχ
タ&WP10 ,1�01ʯ。8JOEPXT 
10 にରԠ͠、࠷େ 2��まで
ϦΞルタイϜでϞχタϦング
できる。௨৴インターϑΣー
ス  R4�2�2$、R4����、
&UIFSOFU。ͦの΄͔ϑΟール
ドό スの'-OFU $$�-JOLな
どでのडけ͠Մ。

ϦΞルタイϜグラϑදࣔ

ޫःṭ方式ηンαུ֓ਤ

とϑΥトμイオードをର໘ݯޫ
ͤ͞、ޫ をిؾ৴߸にมす
る。ཻ͕ࢠ௨աすると、ޫ ͕
ःΒれϑΥトμイオード͕डけ
るޫ͕ऑ͘なる。ిؾ৴߸の
ਰ͠ݮ、となΓܘਰྔཻ͕ݮ
たճཻ͕ࢠとなる。

ଌఆߏஙදࣔ
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一ར ࢁᷱ
भϦオン Ӧۀ౷ׅ෦  ݉ܭଌثӦ
෦෦。1���年のभϦオン入社Ҏۀ
དྷ、Ӧۀと て͠Ϧオンのൢചͪ
ΖΜ、͓ ΊるɾγスςϜٻ٬༷͕
のཱҊ͔ΒԽまでऔΓΜでき
た。、ࡏݱभϦオンӦۀ౷ׅ෦と͠
てܦӦઓུにऔΓΜでいる。

し、コストを下͛るとڞに、লスϖースԽ

したいというニーζがありました。さらに

環境計ଌという観で、ਗ਼ড়度とԹ࣪度、

ଞのデータを一ݩ理したいという要

も出てきたのです」とޠるのは、リオン ඍ

推ਐࣨのঙۀࣄن部 新ۀࣄ計ଌ器ࢠཻ

。ӳथだࢠ

れば「なͥύーティクルΧウݟ客からސ　

ンタだけผιフトなのかʁ」というٙ問も

あった。ύーティクルΧウンタにはޫݯや

ϙンプが内ଂされ、その制ޚを行うこと

が大前提だ。メーΧーにはવのことで

も、そうしたࣄはϢーβーには分からな

い。両者の認ࣝにΪϟップがあった。

த・ӷதύーティクルΧウンタだけでؾ」

なく、環境もؚめてデータを౷合計ଌで

きるようにվྑすることにしました。それ

が݁Ռ的に大きなࠩผԽϙイントになり、

そこからࢢ場シェアを大きく伸ばしたので

す。ॳظのR1モニタとൺると、ച上金

ֹは 10ഒにもね上がりました」（۳ࢁ）

　この環境モニタリングシステムは 199�

年に発ചされ、2000年͝Ζにかけて実

をண実にੵみ上͛た。ಛに࠶生ҩྍ

分でのજࡏニーζを۷り起こしたこと

要因、たとえば WinEoXsの安定性、コ

ンϐϡータ性能の不足といった問題には

手をমいたという。そしてようやく、多モ

ニタリング用ιフトのテストが࢝まった。

「ύーティクルΧウンタのϙンプを回し、ޫ

部をアイドリングして、ようやく計ଌ४ݯ

備がい、いよいよ本൪で 20のஔ

が一੪にՔಇしました。ϙンプがうなる

தで、データがॱௐに集められる様ࢠを

（٢ా）「ಈしましたײたときは、観でݟ

ଟϞχλϦϯά͔Β
ϞχλϦϯάͷ༂ڥ

　R1モニタは、0Sのバーδϣンアップ

とڞにਐԽし、多モニタリングの用్も

がっていった。その後、ඈ༂的にR1

モニタのシェアを伸ばす、さらなるస機

が๚れた。ैདྷの多モニタリングが、

環境計ଌにも活用されるようになったか

らだ。

計ଌのࢠ客֤社のଌ定ࣨでは、ඍཻސ」

1Cと、部のԹ度・࣪度、ྫྷ ԹࣨのԹ度

などの環境を計ଌする1Cはผ々にӡ用

されていました。それら1Cを1に౷合

で、भリオンのシステム仕様がۀքの

デファクトスタンμードにもなった。現ࡏ

はࠃ内シェアも約9ׂまで長している。

　R1モニタの今後について、٢ాはこう

す。「࠷新のR1モニタは&Wo10 で、現

の後ഐが開発し、しっかりサϙーࢲ、はࡏ

トしていますので、安৺して現場の対Ԡに

まかせています。&WoはeWoMVtionのҙ

ຯですが、ιフトウェアは常にお客様の

要に対Ԡすることで使いଓけていただ

けるもの。多くのメーΧーの計ଌ器やセ

ンサなどをଓすることで、より多くのお

客様にتばれるようなシステムでありଓけ

るでしΐう。今後はクラウド対Ԡや、通信

のਐԽを活用した機器理機能を提供し

ていければྑいとࢥっています」

　また۳ࢁは「ࢢ場ニーζとして0Sにґ

ଘしないιリϡーシϣンをల開したいです

ね。たとえばクラウドにデータをアップ

し、୭でもデータをݟられるようを切っ

ていく可能性はあります」とけ加えた。

R1モニタ&Wo の໊শのとおり、࣋ଓ的な

ਐԽを͛ながら、新たなࢢ場をにらん

で࣍の一手をଧっていくߏえだ。

ଟਗ਼ড়ଌఆ

ଟ ਗ਼ ড়  ଌ ఆの イメージ
ਤ。֤ルーϜにύーςΟΫル
Χンタをઃ ஔ͠、1$ ্の
R1 ϞχタでҰݩతに੍ޚと
データऩूを行͏。

31 モχタ &WP�� ,����
を༻いたࠪݕ

ʮR1Ϟχタ &WP10 ,1�01ʯ、
աఔに͓けるඍཻܭࢠଌ
の࣌メンςφンスࠪݕのث
ਖ਼に使用͞れる。ෳߍ
のܭଌثと、ܭଌのج४とな
る 1のج४ثをͭな͗、ϦΞ
ルタイϜにܭଌ݁ՌをϞχタ
ϦングできるたΊ、աఔ
に͓ける࣭の࣭ۉԽにҰ
ങっている。

監視室

ソフトウェア
・RPモニタ Evo

クリーンルーム

微粒子
計測器

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03

RION
PARTICLE   SENSOR   KA-03
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ঙ子 ӳथ
Ϧオン ඍཻܭࢠଌۀࣄث෦ ৽ۀࣄن
ਪਐ室 ୲෦。1���年入社Ҏདྷ、ඍ
ը՝ا、෦にॴଐ͠ۀӦ ثଌܭࢠཻ
भϦオンग़をܦてࡏݱにࢸる。
ͦのؒ、ඍཻܭࢠଌث関࿈、͓ Αͼ࠶
ੜҩྍ関࿈γスςϜੜཻܭࢠث
のൢചをத৺に׆動。



リΦンの補聴器開発における大きなస機となったのが、1991年のϙέο
ト型σδタル補聴器リリースであった。70 年Ҏ上にもٴͿ補聴器開発の
を振りฦっڈにϑΥーΧスし、աظにおいて、このσδタルのస࢙ྺ
てΈる。

Ξφϩά͔らσδλル
の大సظにϑΥーΧス

HISTORY OF TECHNOLOGY

補聴器第五回　

リオンの技術史

औࡐɾจ �Ԭຊ య໌
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ʲ)%��� （r����）
1���年に発ച͞れた、ଞϞデルとҰઢをըすデジタ
ルิௌث。音Ҭにର͠てのΈௌྗ͕ଘする࠷ॏ
ௌऀをରと͠ߴ、 音をฉきすいपにมする
पѹॖܕのデジタルิௌثで͋った。ͦのޙ、ࣖ
͔けܕࣖ͋なܕでߴɾॏௌけのデジタル
ิௌ͕ث開発͞れるΑ͏になΓ、)*�(�タイプ、Ϧオωο
トϐΫγー、)#�81タイプなどを発ച͠た。

デδタルิௌثをੈքでॳΊてൃച

ɹリオンがຊॳとなるྔܕ࢈のิௌثをੈにૹりग़し

たのは 1���。それ以དྷ、リオンはຊのิௌثのྺ

とともにาΈ、さま͟まな製品を։ൃしてきた。その࢙

中でٕज़తに一つの大きなసػとなͬたのが、1��0

ऴΘり͝Ζ͔らਐΊられたิௌثのσδλルԽだ。

ɹ࣌、ੈ の中のさま͟まなものがΞφϩά͔らσδλ

ルとҠߦする中、ΞϝリΧの大ֶでσδλルิௌثの

ϓϩτλΠϓが製࡞されるなどิௌثにもσδλルԽの

がԡしͤدつつあͬた。そのΑうなঢ়گの中、リオン

ではϙέοτܕσδλルิௌ「�10%(」ثをੈքでॳΊ

てൃചする。1��1�݄のことだ。

ɹ「ΞφϩάではできないԻॲཧをしないとσδλルに

するҙຯがないと͑ߟていた」K リオンのؘはそ

うճする。࣌、ΞφϩάิௌثはϙέοτܕΑりも

͔ࣖけܕのํがଟ͘ൢചされていた。し͔しখさ͘なる

΄どిѹやిྗの໘でઃ計や製࡞がし͘なる。「σδ

λルならではのػ能をඋ͑たิௌثを࣮現できるのであ

れば、たと͔͑ࣖけܕではな͘てもग़すҙຯがある」と

ؘたͪは͑ߟた。

ɹもͪΖΜੈքॳのࢼΈがすΜなりとӡͿはͣがない。

)%�10 の։ൃはޡࡨߦࢼのに࣮現したものだ。

ɹσδλルิௌثでは、ϚΠクϩϗンにೖྗされたԻは

"%（Ξφϩάɾσδλル）มثでσδλル৴߸にม

され、その৴߸を%41でॲཧしたのͪに࠶ͼΞφϩάม

してԻとしてग़ྗする。)%�10 の։ൃにあたͬては、

*$（ू積ճ࿏）や%41、"%มثのௐୡが大มだͬた

とؘはݴう。「༧ࢉの関係もありຊ֨తな*$を։ൃす

ることはできまͤΜ。そこでh スλンμーυηル とɦいう

Πーδーオーμーతな*$のうͪ、ิ ௌثに使͑そうで༧

「にऩまるものを୳しましたࢉ

ɹと͘にۤ࿑したのが"%มثのબ定だͬたとؘは

ଓける。ิௌثの場߹、Իの大きさやԻݯのڑなどさ

ま͟まなঢ়گにうま͘ରԠするඞཁがある。さま͟まな

"%มثでのޡࡨߦࢼが܁りฦされた。

ɹ࠷ऴతに)%�10 で࠾用したスλンμーυηルには、

෦に"%มثのճ࿏もೖ てͬおり、それがิௌثにも

使͑る性能を࣋ てͬいた。その*$がݟつ͔ͬたことがඇ

ৗに大き͔ͬたとؘはৼりฦる。

ʲ)%��� （r����）
1��1年にੈքでॳΊて発ച͞れたデジタルิௌث。入
ྗ͞れた音を音Ҭ、த音Ҭߴ、 音Ҭに �ׂ͠てデジ
タルม͠、पଳҬ͝とに৴߸ॲཧするたΊ、ै དྷ
のΞφϩグิௌثとൺてࣗ༝な入ग़ྗಛੑを࣮͠ݱ
た。また音のઃఆをい͔ͭ͘อଘ͠て͓いて、໘にԠ
͡てϘタンҰͭでΓସ͑ること͕できた。

ʲ)*�1�, （r����）
)D�10 の発ചҎ߱ิௌثઐ用のD41ௐୡにۤ৺͠
な͕Β、デジタルิௌثの開発͕ਐ行͠ていった。この

ʮ)*�11,ʯオーμーメイドタイプのプϩグラϚϒルデジ
タルิௌثと͠て 1���年にొ。音ॲཧΞφϩグճ
࿏で行Θれていた͕、໘にԠ͡た音のΓସ͑デジ
タルで行っていたϞデル。Ξφϩグ͔ΒデジタルのҠ
行ظに͓いてҟ࠼を์ͭϞデルͩ。
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ثのデδタルิௌܕɾࣖ͋なܕ͚͔ࣖ

ɹ)%�10 のൃചޙ、ؘ たͪは͔ࣖけܕのσδλルิௌ

を๊いていた。ただ、ϙέοτ͑ߟを։ൃしたいというث

、Խがඞཁとなりܕではճ࿏のখܕΑりখさな͔ࣖけܕ

またిがখさ͘なること͔ら使用できるిྗもগな͘な

る。͔ࣖけܕの࣮現にはઐ用の%41がෆՄܽだͬた。し

͔し「࣌のຊの半導体ϝーΧーはྔ࢈性のߴいもの

が中৺で、ิ ௌثけのগྔੜ࢈での*$։ൃはし͔ͬ

た」とؘはޠる。

ɹそのΑうなঢ়گの中、ิ ௌثઐ用の%41をถࠃϕン

νϟー͔ۀاらڅڙをडけられることになͬた。それを

डけて͔ࣖけܕɾࣖあなܕのσδλルิௌثの։ൃをਐ

Ί、1���に「)#�%1」「)*�%1ʗ)*�%�」がൃചされた。

ɹ)%�10 ͔ら �をܦて࣮現した͔ࣖけܕɾࣖあなܕ

のσδλルԽだͬたが、まだਐԽの༨はされていた。

࣌のิௌثけの%41は、ࣗ 分たͪでࣗ༝にϓϩάラ

ϛンάできるΘけではな͔ͬた。ΈࠐΈࡁΈのෳ数の

ԻॲཧのϓϩάラムをඞཁにԠ͡てબΜで使うことし͔

できͣ、͔ࡉいௐはできな͔ͬたのだ。

ɹ「ࣗ分たͪのࢥい௨りにϓϩάラϛンάしたい」K それ

が࣮現したのが、�00�にൃചされたリオωοτϩθγ

リーζだͬた。ิௌثにࡌできる΄どখ͔ܕつলి

ྗで、ϓϩάラϛンάのࣗ༝度がߴい%41 がೖखՄ能と

なͬたことで࣮現したものだ。「ϓϩάラϛンάのࣗ༝

度が্がり、製品をվྑしやす͘なりました。お٬༷の

ཁにԠ͑てຬ度のߴいิௌثを࡞りやす͘なͬた

のです」

ɹリオンではそのޙ、リオωοτϩθγリーζを֩として

製品のラΠンΞοϓを͛ていき、�01�にはリオωο

τγリーζがൃചされた。Ξφϩά͔らσδλルのస

をฉきやす͘できるثのਐԽは「ิௌޙそしてその、

खஈがあればԿでもऔりೖれたい」というิௌثの։ൃ

ऀたͪのࢥいにΑり࣮現してきたのだ。

ʲ)#�%� （r����）
1���年に発ച͠た͔ࣖけܕのデジタルิௌث。ถࠃ
ϕンνϟーۀاのιχοΫイϊϕーγϣン社͕開発͠た
ิௌثઐ用のD41のڅڙをडけて࡞Βれたิௌͩث。
)#�D1 使いす͞、දࣔなどの͞、デβインの૯
߹తな͕す͙れていること͕ධՁ͞れ、2000年
グοドデβインをड͠た。

リオωッτϩθ（����）
200�年に発ച͠たデジタルิௌث。ࣗ社でࣗ༝にプϩ
グラϛングすること͕ՄなオープンプラοトϑΥーϜ
D41をར用͠て開発͠た。ิௌثで音のコントラスト
をௐ͠、ࣗ 動తにฉきとΓすい音にするಠࣗの技術

ʮ444ʢサンドɾスϖΫトルɾγΣイϐングʣػʯを
。た͠ࡌ
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リオωッτϩθ（����）

ؘ 
技術開発センター。1��1年に入社。
入社�年͔Βิௌث関࿈のۀを
行ってきた。ௌ֮োࣇのૣظ発ݟ
にैۀҭなどの研究に関Θるڭظૣ
ܞɾ開発にܭたのͪ、)D�10のઃ͠ࣄ
Θった。ͦのޙ、ֶߍで使用するઃ
උの開発ิௌثけの*$開発のプϩ
ジΣΫトなどに関Θってきた。

%41ͱはʁ
ʮDJHJUBM 4JHOBM 1SPDFTTPSʯの಄จࣈをऔったの
で、"Dมثでデジタルにม͞れた音のデータ

ʢデジタル৴߸ʣをとに͠ࢉܭて音ॲཧを行͏
ஔ。コンϐューターでい͑$16にたる෦ͩ。
たと͑େきな音とখ͞な音で૿෯෯をม͑る、
ϊイζをݮする、ิ ௌثでىきすいϋϦング
を੍するなどの音ॲཧをすること͕できる。



、

·ͣは、ࡏݱऔΓΜでいるڀݚ։ൃ
についてڭえてͩ͘͞い。

ิ、はࢲ  ௌثの։ൃڀݚをओに
ߦ てͬいます。ۙ࠷では、"*ٕज़の一つ
であるσΟーϓχϡーラルωοτϫークを
用いた「ࡶԻを੍しԻをฉきऔりや
す͘するػ能」を։ൃしていて、γϛϡϨー
γϣン͔ら製品࣮までを୲していま
す。ࡶԻ下においてԻのฉきऔりが
しいと、空ߓやӺでॏཁなΞφンスを
ฉきಀしたり、ΧϑΣやډञで༑ਓとの
ձがし͘なͬたりするなど、ੜ׆に
大きなӨڹを༩͑ます。このたΊ、ࡶԻ
下でのԻのฉきऔりվળは、ิ ௌثに
とͬて大きな՝の一つとなͬています。
σΟーϓχϡーラルωοτϫークにΑͬて

「ฉきऔりを্さͤられる」というڀݚ
݁Ռがੈの中でଟ͘ग़てきていますが、
ิௌثはখ͔ܕつ一中ར用するたΊ計
Ռをそのまڀݚ、が厳し͘ݶの੍ྔࢉ
ま製品にࡌすることはできまͤΜ。そ
こをし、製品にࡌできるΑうに։
ߦをڀݚൃ てͬいます。

Պで使用するはओにࣖඓҺࢲ 
ௌ֮ثػࠪݕに関Θるڀݚをͬߦてい
ます。ࣖにೖͬてきたԻを࠷ॳに͡ײる

「ڇ」とݺばれる෦位があͬて、この
ࣹ์ڹঢ়ଶをௐられる「ࣖԻ߁の݈ڇ
์ڹというものがあります。ࣖԻ「ࠪݕ
用され׆らྟচ現場で͔͘ݹはࠪݕࣹ
ていますが、طଘのࠪݕ๏ではѲでき
ないڇのපଶやಛ性をධՁする৽た
なํ๏について、֎෦の大ֶやපӃと一
ॹにڀݚɾ։ൃをしています。

にؔ͠てฉいてΈたڀݚいのޓ͓
いこͱはʁ

 ૉਓ࣭なのですが、Իをൃする
とࣖの中でそのԻがฦͬて͘るͬてす͝
いことだとࢥうΜです。これ てͬどうして

こるのですى ʁ͔
 ৼಈとして͔ࣖらೖͬてきたԻ

を、ڇがి気৴߸にมして、にܨ
がͬているਆܦճ࿏ใを͑るの
ですが、ڇには、ΑりクリΞなใを
͑るたΊにԻを૿෯するػ能がඋΘͬ
ています。そのԻを૿෯するաఔでൃੜ
したΤωルΪーが、一෦Իとしてࣖの֎
までྲྀٯしてग़て͘るΜです。ڇの݈
能がಇػঢ়ଶがྑ͘ないとこの૿෯߁
͔ͣԻがग़てきまͤΜ。ෆٞࢥですΑͶ

（স）。ࢲはิௌثのઃ計ݧܦがないの
ですが、ւ֎ϝーΧーも含Ίてଞࣾがど
れ͘らい"*ٕज़をऔりೖれているの͔が
気になります。

 リオンも含Ί΄と
Μどのձ ࣾが"*ٕ ज़を
औりೖれています。ただ、
σΟーϓラーχンάを用
いた製品はい͘つ͔ൃച
され࢝Ίたஈ֊で、ओに
ิௌثのௐの࠷దԽ
や、ࡶԻ下Իのฉきऔ
り্に使Θれています。
σΟーϓラーχンά、ޙࠓ
を用いることでิௌثの
性能はٸにൃలすると
うので、リオンでも৽ࢥ
しいՁをϢーβーにఏ
するたΊに"*ٕज़の։ൃにʑऔΓڙ
Μでい·͢。՜໊さΜのڀݚ分で
は"*ٕज़は׆用されているΜです ʁ͔

 ࣖඓՊྖҬでは΄とΜどਐΜで
いないですͶ。というのも、"*のޣ
ຯͬてৗに৽しいσーλをऔりೖれて
さͤଓけてい্にదԠさͤ、性能をڥ
͘ことにあるとࢥうΜですが、医療ثػ
શൠに͑ݴるのは、このࣄがリスクをੜ
͡さͤる場߹もあります。たと͑ば、ա
ֶशにΑ てͬ性能がྼԽしてしまͬたり、
"*がग़した݁Ռのղऍがղだͬたり、
それにΑͬてޡのڪれやऀױさΜに
られま͑ߟをՃ͑てしまうέースもة
す。ΧルςใやࠪݕσーλなどのϏο
クσーλを用いたデータϚΠχンάに

ΑるӅれたපؾのൃݟや
அにؔΘる༗ӹなใの
ఏڙなͲଟ͘のར༻Ձ
が期͞れる一ํで、ग़ ɾ̔
αーϏス։ޙ࢝の҆શ性や
性能をどう保ূする͔が՝
になͬていて、それが͔
ͤになͬているのではない͔
とࢥいます。

ೋਓがऔΓ·れているڀݚ։ൃに
ついて、ͲΜなະདྷが期͞れている
ので͠ΐ͏͔ʁ ۙいະདྷͱԕいະདྷ
のΠϝーδを͓ฉ͔ͤͩ͘͞い。

 ۙいະདྷだと、ࡶԻ下のฉきऔり
にࠔることがগな͘なるとࢥいます。そ
うなると、これまでձがし͘、ਓとの
ίϛϡχέーγϣンがおͬ͘うにな てͬい
たਓがগな͘なるたΊ、ਓとਓのつなが
りがଠ͘なり、ྑ いࣾձにな てͬい͘の͔
なとࢥいます。積ۃతなࣾձࢀՃが、ೝ
を含Ή݈߁ण໋にӨڹがあるとݴい
ますし、そういͬた໘でもݙߩできると
います。100 ઌのະདྷとなるとあまࢥ
り૾できないのですが、体にνοϓ

をຒΊࠐΉだけでԻがにೖͬて͘
ると͔、ςϨύγーతなੈքにな てͬいる
͔もしれない。ݴ༿を͑るというҙຯ
でのίϛϡχέーγϣンにࠔることがな͘
な てͬいるΜ͡Όないです͔Ͷ。

 "*の׆用๏としてڵຯがあるの
は、「σΟーϓχϡーラルωοτϫークを用
いたௌ֮ܥのਆܦੜཧֶతなϞσルԽ」
です。ֶशσーλのऩूが大ม͔つ、ֶ
शでಘられた݁Ռ（Ϟσル）とௌ֮ܥの
ਆܦੜཧֶతなରԠ関係を໌ら͔にする
ことがඞཁになりますが、ௌऀのฉこ
えの理解やපଶのݟえるԽ、༧ޙの
༧ଌなͲ、͞ ·͟·なこͱにར༻でき
るՄੑがあります。ෆ׳れな医ࢣや
もこういうπールがあればత確なࢣޢ
அや࣏療ํ๏のݕ౼ができるΑうになる
とࢥいます。

ิ、ੜҩྍのਐԽは࠶ ௌثやௌ֮ࠪݕ
にͲのΑ͏にӨ͢ڹるͱࢥい·͔͢ʁ

ิ、ੜ医療がൃలすると࠶  ௌث
が΄ͱΜͲଘ͠ࡏないੈքがདྷると
、まͬて͙は࢝ੜ医療が࠶。いますࢥ

େᖒਖ਼ढ़
ٕज़։ൃηンλー 3�%ࣨɹิௌɾ計測ٕज़
։ൃάルーϓ。�01�ೖࣾ以དྷ、ิ ௌثの
性能やٕज़্をࢦしてڀݚ։ൃにऔり
Ή。

ϛϥΠͷٕज़ɺ��ɹϛϥΠͷϦΦϯ
FUTURE TALK SESSION
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、ߴうのでࢥいとߴでリスクもֹߴ ॏ度
ௌのํがޮՌとリスクのόランスをݟ
てݶ定తに࠾用してい と͘ࢥいます。ただ、
いͣれは৽たなٕज़ֵ৽がىこり、Ձ֨
もリスクも͘なͬてඈ༂తにීٴする
と͑ߟています。それがԿेઌのに
なる͔はΘ͔りまͤΜが、そうなるલにリ
オンはิௌث以֎の৽たなۀࣄやՁも
ఏڙしてい͘ඞཁがあります。ࢲは、そこ
でௌ༧が一つのΩーになるとͬࢥて
います。ۙ、ϔουϑΥンௌがに
あがることもଟいとࢥいますが、ੈ քత
には10 ԯਓのएਓがそのリスク
にさらされているとݴΘれており、ௌ
༧がされています。また、࠶ੜ医
療がਐΜだੈքを͑ߟてΈても、ௌに
なͬて͔らରॲするのではな͘、い͔にそ
うならないΑうにする͔が一൪大です。
ࣾでは、ここ数で「ิௌث」͔ ら「ฉ

こ͑」をओ体としたՁのఏڙをするた
ΊにมԽしてきているので、ิ ௌث以֎の

「ฉこ͑」に関࿈した৽しいαーϏスや製
品が࣍ʑとੜまれて͘ るとࢥいます。

ੜ医療がどれだけਐԽしてもॲ࠶ 
ஔํ๏をݕ౼するたΊのௌ֮ࠪݕはඞ
ཁだとࢥうので、リオンの医用ثػࠪݕ
に関しては΄΅ӨڹしないだΖうとͬࢥ
ています。ௌ༧というに関しては
のϊثػࠪݕす͙にでも、リオンのௌ֮ࠓ
ϋを͔׆して、体Թ計のΑうにՈఉで
ฉこ͑を؆単にνΣοクできる製品など、
ラΠϑαϙーτをओとした製品やαーϏス
をఏڙするのがいいの͔もしれまͤΜ。 

リオンでڀݚ։ൃを͢る্でೋਓが
େに͠ているこͱ、एखにえたい
こͱをڭえてͩ͘͞い。

のڈたͱきにաͬ·き٧ߦ
ٕज़や方๏をվΊてৼΓฦͬてΈる

こͱです。ڀݚや։ൃは、৽たなٕज़
を׆用することにू中してしまいがͪで
すが、ࢹをม͑ると࣮はաڈのٕज़が
৽しいՄ能性をͬ࣋ていて、࠷৽のٕज़
とաڈのٕज़をΈ߹Θͤることで、そ
れͧれの長ॴがܽをิい、Αりྑいも
のができるとͬࢥています。これはνー
ムでڀݚや։ൃする্でもಉ͡だとͬࢥ
ていて、個ਓのॴをどうに͔するΑりも
ҟなる長ॴをཧղし、Αりൃشできる体
੍にすることが৽たなٕज़、製品やՁ
のఏڙにܨがるとࢥいます。

がएखΤンδχΞに͑たいࢲ 
ことは、「ࢤ٬ސ」はできています ʁ͔ 
ということです。ձ͔ࣾら「お٬༷ୈ一」、

Θれݴと「٬のχーζをѲしなさいސ」
ているとࢥいますが、ࢲの場߹はೖࣾし
てしばら͘、಄ではཧղできていても
࣮ફできていまͤΜでした。ಛにएखの

ΤンδχΞにとͬては、お٬༷とձうػ
ձがとてもগな͘ԑԕいଘࡏであͬて、
それがී௨だとࢥいます（স）。そこで
ࣄ」。をこうม͑たΜですํ͑ߟはࢲ
をするな͔で、ࣾ の関係も٬ސとऀۀ
の関係がある。ࣗ分のखのಧ͘ൣғの
ਓたͪをتばͤるΑうなࣄのํをし
Αう。」と。なͥなら、ࣗࠓ分がܞΘͬて
いるࣄは、いΖΜなਓを௨͡てお٬༷
にܨがͬているはͣで、সإの࿈、つ
まりࣗが࣋ؾちΑ͘、ָ をࣄ͘͠
͠ていれ࠷ऴతにを٬͓͏
༷সإになͬて͘れるΜ
͡Όない͔と。うま࣮͘ફ
できていないํ、もしײڞし
てもら͑るΑうでしたらͥͻ
。にߟࢀ

ೋਓにͱͬて、これ·で࠷େきなνϟ
レンδはͲΜなऔΓΈで͠た ʁ͔

していることですͶ。ৄしڀݚࠓ 
いことはͤないのですが、ੈ քॳのٕ
ज़։ൃにνϟϨンδしているので現ࡏਐ
のऔりΈですʂܗߦ

 大きなνϟϨンδはࢥいු͔ばな
いのですが、製品։ൃ、製品ڀݚをして
い͘中で、৽しいٕज़をʑֶͼ、それを
ࣗ分で׆用できるΑうにしてい͘ことで
す。ࣄをする্ではたりલのことだ
とࢥいますが、これをຖܧଓしてい͘こ
とが、個ਓతにνϟϨンδの一つだとͬࢥ
ています。はҳれますが、リオンでは
ࣗओతにֶΜでいるਓがଟいとͬࢥてい
て、৽しいٕज़や製品をੜΉたΊの下
にな てͬいるとࢥいます。ಛに、これ͔ら
は৽しいՁをఏڙしないといけない࣌
なので、ࢹを͛るたΊに、୲ۀ
֎でԿをֶͼ、ٵऩする͔がॏཁになͬ
て͘ るとࢥいます。

 ϓラΠϕーτな࣌間でも、ແҙࣝ
にࣄに関するΞンςφをுͬていると
こΖはありますΑͶ。ςϨϏやࢽࡶ、ωο
τχϡースなど͔らڵຯが༙͘ใがڧ
ௐされてฉこ͑たりにೖͬてきたりし
て、それが๊͑ࠓている՝ղܾのώ
ンτになͬたり、৽しいΞΠσΟΞにܨが
ることがΑ͘あります。ࣄの使໋ײ
はもͪΖΜありますが、ࣗ 分がやͬてい
ること以֎にもڵຯや関৺を࣋つという
ことも大なΜだとࢥいます。

 そうですͶ。ࢲ、ۙ࠷もϓラΠϕー
τで"*のίンϖςΟγϣンαΠτにࢀՃ
しているのですが、個ਓతなڵຯや関৺
がڧいです。そこでಘたࣝやٕज़を、
いつ͔は製品に͔׆したいです（স）。

՜໊ढ़ڡ
ٕज़։ൃηンλー 3�%ࣨɹௌ ɾٕ֮ࠪݕज़
։ൃάルーϓ。�00�にೖࣾޙ、医療ثػ
のઃ計։ൃۀをܦて�01�Αりௌ֮ݕ
ࠪに医療ثػ։ൃにܞΘる。

ϛϥΠͷٕज़ɺ��ɹϛϥΠͷϦΦϯ
FUTURE TALK SESSION中堅エンジニアたちのトークセッション

補聴器、聴覚検査機器と、「聞こえ」に関する分野で活躍する
二人が、現在抱えている課題や進化する AI 技術の活用法につ
いて語り合う。
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　2022 年1月、アメリΧ・ラスベΨスで

開࠵されたੈք࠷大نのテクノロδー

ݟ 本  C&S（ ConsVmeS &MeDtSoniDs」ࢢ

ShoX ）」において、リオンのۃめてϢニー

クなデバイスがల示された。「聴覚補助

型ヒアラブルデバイス」と໊けられたこ

のコンセプトモデルは、騒音環境下やෳ

数ਓでの会におけるݴ༿の聞き取りվ

ળがظできるという機能を有する。「Χ

δϡアルににつける」をテーマにデβイ

ンも重視、ணにおける৺理的ハードル

を下͛ることにも注力したモデルだ。「よ

りࣗ વな聞こえ」を実現すく開発された

このコンセプトモデルの機能やಛにつ

いて、開発に関わった技術開発センター

の౻ࡔ༸一ࢯにを聞いていく。

�聴֮補ॿ型ώアϥϒϧσόΠεとは
Կです͔ʁ
ʛࡔ౻ #MVetooth S*(（SpeDiBM *nteSest 

(SoVp） が発行したリϙートʢ̍ʣによれ

ば、「聞こえをサϙートすることをୈ一

の目的とするデバイス」として、イΪリス

+VnipeS ReseBSDh社の定ٛをҾ用して

介していますが、デバイスࣗでの補

助にݶらず、スマートフォンなどのଞのデ

バイスを介したサϙートなどもؚまれて

おり、֬ 定的な定ٛはなされていないと

いう認ࣝです。これからถࠃでࢪ行予定

の05C heBSinH BiEs ن制をҙࣝした形

で、今までの補聴器ブランドとはҟなる新

しいڝ合ブランドがやιフトウェアを

リリースしてきていますが、そのಛはま

ͪまͪです。聴力のఔ度をデバイスでଌ

定した上で、マイクに入った音を信号処理

にて多チϟンωルで周波数分ੳし、その

レベルや聴力のఔ度にԠじてゲインを決

定・ߏ࠶してϢーβーにとってద切な

音を出力するものもあれば、許容できる

処理遅延ʢ2ʣをҙࣝして、周波数分ੳ

ࣗ体が 1 チϟンωルのみのものもありま

すし、周波数分ੳをせずにイコライδング

処理だけをコントロールしているものあり

ます。いずれにしても、「聴覚補助型ヒア

ラブルデバイス」とは、֤ ブランドのコン

セプトをөした仕様となっており、定ٛ

のࣗ༝度がߴいデバイスとଊえること

ができます。

ճग़లしたσόΠεはͲのΑ͏なࠓ�
ٕज़తಛػࡌが͋るのでしΐ
͏͔ʁ
ʛ技術的なಛは、「音のۭ間的ҹࡔ౻

をอ࣋した両耳信号処理機能」を有

していることです。

　そして、処理遅延を短く両耳の信号の

やり取りをするために、2 つのイヤホン

間は有ઢଓしたデβインとなっていま

す。これにより、聴覚補助型ヒアラブル

デバイスとしては、ੈ քでॳめて前方左

右方向の音の取得を目的としたCSoBE�

siEe BSSByマイクஔのビームフォーマー

（#eBmGoSmeS）を搭載しています。ビー

ムフォーマーとは、アンテナアレイやマイ

クロアレイを用いてར用される技術で、

目的となる信号方向にࢦ向性を࣋たせ

ることにより、अຐな信号を抑制す

ることができます。ैདྷの補聴デバイス

にも前方方向の音声取得を目的とした

enE�pSe BSSByマイクஔで遅延と加算
（EeMBy � sVm ）方式によるビームフォー

マーは実現されていました。しかし、前

方方向の目的音の信号対ࡶ音ൺは向上す

るものの、低域分のྼԽを伴い、ओに

音のڑײというۭ間的ҹに影響をٴ

΅します。そこで、今回搭載のビームフォー

マーでは、࠷খ分ࢄແԠ๏（ MVDR 

MinimVm VBS iBnDe DistoS t ionMess 

Response)を࠾用することで、目的となる

音声はませずに、ۭ 間的なҹをその

まま取得することを可能にしました。つま

り、音ݯ分技術のように取得した音が

モノラル信号となることなく、バイノーラ

ル信号として取得されますので、ここに大

きな価があると考えています。また、ଞ

のۭ間的ҹをอ࣋した両耳信号処理

機能として、バイノーラル෩ࡶ音抑制（۽

本ߴઐֶߍとのڞಉ研究Ռ）も搭載

し、ै དྷにないշదな用ײを実現して

います。

　搭載されている機能の一ཡは࣍の通

りとなります。

ɾ ॲཧԆのいαΠυϒランνܕの分
ੳ、߹ʢਤ1ʣ

ɾ 1� DI の 8%3$ 	8JEF %ZOBmJD 3BOHF 
$PmQSFTTJPO
ʢ3ʣ

「ヒアラブルデバイス」とは？
技術開発、最前線！

IN THE BACKYARD

誰しも、「自然な聞こえ」を当たり前のように感じながら、生きていきたいと思うもの。リオンが研究開発を進める

「聴覚補助型ヒアラブルデバイス」は、そんな万人の願望をかなえてくれるかもしれない夢のデバイスだ。アメリカ

の展示会でお披露目となったこのデバイスがいかなる機能と可能性を持つのか、開発担当者に話を聞く。

ձ  の ָ し さ を ࠶ 発 ݟ す る ະ དྷ の σ ό Π ε 。

༸一ɹ ࡔ౻
技術開発センター R&D室 ิௌɾܭଌ
グループ。ത࢜ʢใֶʣ。ཱࠃਫ਼ਆ
อ݈研究ॴ、ۀ࢈技術૯߹研究ॴを
て200�年入社。ϦオンॳとなるϦܦ
Ϟコンૢ࡞ՄなR6)2γϦーζの
୲、ิ ௌॲཧΞルΰϦζϜ開発、ௌ
֮研究などにैࣄ。

̍ .BSLFU RFTFBSDI /PUF "TTJTUJWF )FBSBCMFT 2020年�݄。
6R-ɿIUUQT���XXX�CMVFUPPUI�DPN�XQ�DPOUFOU�VQMPBET�2020�0��.R/�"TTJTUJWF�)FBSBCMFT�QEG

� の動きとデόイス͔Βฉこ͑て͘ޱ༰できるॲཧԆと、ϦΞルタイϜコϛュχέーγϣンに͓いて、ऀのڐ る音
のࠩؒ࣌、ࠎをΘたってઌにࣖでとΒ͑るࣗとデόイス͔Βฉこ͑て͘ る音のࠩؒ࣌などにҧ͕ײないԆ
ྔを͠ࢦます。

3 8DR$、Ϣーβーのௌྗのఔ͔Βਪଌ͞れるฉこ͑の音のେき͞ൣғに音のେき͞をप͝とにἧ͑て、
Ϣーβーにద͠た音のେき͞となるήインをܾఆするػです。
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ɾ ΞクςΟϒϊΠζΩϟンηϨーγϣン
ɾ .7%3 ϏームϑΥーϚーܕ
ɾ όΠϊーラル෩ࡶԻ੍
ɾ όΠϊーラルಥൃԻ੍
ɾԻڹば͘࿐Ի計測をར用したௌ֮保ޢ
ɾ スϚーτϑΥンΞϓリをར用したฉこ͑

のఔ度測定
ɾ ฉこ͑のఔ度に߹Θͤたࣗಈௐ

　これら搭載機能は、リオンの技術開発

センター発足から約半年後（2019年10

月）にスタートした「両耳ヒアリングデバイ

ス研究会」にて多くのメンバーとの議論に

よって決定しました。このデバイスは、両

耳で聞くという「アタリマエノキコエ」の提

供と、両耳へ到達する音を活用して「圧倒

的なキコエ」を実現するというコンセプト

をもとに設計しています。

�ଟくのػがࡌされているҹ
ですが、開発に͋たͬてۤ࿑した、
実現のためにしたにͭいて͑ڭ
てくͩさい
ʛ実はこのデバイスに用いているࡔ౻

SoC(System on Chip、システム・オン・チッ

プ )は、ワイヤレスイヤホンなどに搭載さ

れている汎用的なものです。そのため、こ

れまで補聴器開発で培われた補聴器用

SoCのコーディングノウハウが通用せず、

新たなノウハウの獲得が必要でしたが、

補聴に関わる音響処理機能については、

協力会社の助けもあり、概ね大きな問題

もなく搭載できました。真のリアルタイム

処理が要求される聴覚補助型ヒアラブル

デバイスにおいては、処理遅延を短くす

ることが重要です。しかしこの部分の実

現が非常に困難でした。遅延時間を短く

する手段として有効なサイドブランチ形

式のシグナルフロー（補聴器にも用いられ

ている）を、本デバイスに仕様として取り

入れていました。しかし、通常のワイヤレ

スイヤホンの信号処理ブロックでは許容

できる処理遅延時間内に収めることがで

きず、そのブロックの変更が必要になり

ました。一切の妥協なく安定的に信号処

理音を出力するという制約を課したため、

ファームウェア開発の多くの時間をこの

修正に費やすことになりました。

　 また、前 述したMVDR 型 のビーム

フォーマーは計算コストが大きく、処理

フレーム毎に理論通りに計算を行った場

合、搭載することは不可能でした。そこで、

目的となる音が左前方もしくは右前方に

あると仮定し、あらかじめビームフォー

ミングフィルタを設計することにしました。

通常このフィルタは、信号処理の前段に

て用います。しかし、そのフィルタリング

処理による遅延が発生するため、ਤ1に

示すようにサイドブランチ形式のシグナ

ルフローの周波数領域上にて WDRC

システムから出力されたゲインと畳み込む

ことによって、遅延時間に影響しない形

で搭載しました。ਤ̎に示す客観的な音

声了解度推定による評価のように、前

述処理によって了解度が 7％ほど向上

し、低遅延と有効性の両方を実現してい

ます。

�このσόΠεが化されれば、社
ձにͲ͏ݙߩで͖ると͑ߟています͔ʁ
ʛ難聴は認知症リスクの要因として近ࡔ౻

年、注目を集めています。今回のコンセプ

トモデルは、騒音性難聴のリスク軽減を

目的として、騒音レベルを監視しうるさい

環境下では耳に入る音の大きさを抑える

機能や、突発的に大きな音が起こった際

に、その衝撃音を抑える機能などを備え

ています。シニアの方々もこのデバイスを

使用することで、「アタリマエノキコエ」を

楽しんでいただき、社会的な孤立を抑制

することで、認知症予防ができれば、健

康寿命の延伸につながり、要介護者の増

加に伴う介護負担費用の増大を抑えるだ

けでなく、日本全体の生産性の減少への

対処、定年延長と年金問題の解消など社

会的な課題解決にもつながるのではない

かと考えています。

ਤ1��コンセプトϞデルの৴߸ॲཧϒϩοΫ
ਤ2� લํӈํʢࠨਤʣٴͼલํํࠨʢӈਤʣϏーϜϑΥーϛングॲཧの༗ແにΑる؍٬త

な音ྃղਪఆ݁Ռ
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回の๚ઌࠓ � 一ൠஂࡒ๏ਓΧέンςスτηンター
ϚンΨɿଟຎ

の巻
製品の安全を

守るひとたち

ฉʂ リオンのͱͻͱͼͱのΒ͠ݟ
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毎日の必需品であるマスクには「性能試験」
が存在します。これに興味を持ったラビコ。
今日はどんなお話が聞けるでしょう？

一ൠஂࡒ๏ਓΧέンςスτηンター

ত2�年にઃཱ͞れた、ஂࡒ๏ਓຊԽ
ֶણҡڠࠪݕձ͕ࡏݱのҰൠஂࡒ๏ਓΧ
έンςストセンターのલ。ۀ࢈ඪ४Խ๏
੍ʢ+/-"ʣにΑってೝఆొऀۀࣄݧࢼ
͞れ、*40�*&$1�02� にద߹͠たݧࢼॴ
*40�001ೝূऔಘۀࣄॴをࡍࠃͭ࣋తな
ςストػ関と͠てΒれる。ણҡを࢝
Ί、ൽֵ、ࢴ、थࡐࢿۀ࢈、ྨࢷなど෯い
でࠪݕ、ݧࢼを行͏。コϩφՒにΑっ
てٸにधཁ͕૿Ճ͠たϚスΫに͓いて、
+*4 5 �001ద߹ࠪݕを࣮͘、͠ࢪ社ձの
҆৺、̓ શに͠ݙߩている。

#���$,தύーςィΫルΧンタؾ

用͠、༏࠾ମレーβをݻىにಋମྭݯޫ
れたੑٱを࣮ݱするؾதύーςΟΫルΧ
ンタ。࠷খՄଌཻܘ 0�0�  �N、ϋードデΟ
スΫスϐンドルϞータなどの発ਖࠪݕߴ
ೱڥのଌఆ用と͠てχーζ͕ߴい。コン
ϐュータにΑるࣗ動ଌఆ͕Մで、ଌఆ݁Ռ
をプϦンタʢオプγϣンʣにҹࣈすることで
きる。
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γンΨϙールのਫリスクܰݮを୲うஷਫでありܜ
いのॴ「マリーφ・όϥーδ」。

スϙοト「リトルΪޫ؍たࣅにྛܡ日はத国のٳ
リン」までサイクリンά。

シンガポール

ナガセシンガポール

マリーナ・バラージ

リトル・ギリン

マリーナベイ・サンズ

チャンギ国際空港

ジュラシック マイル

　199�年にφガセシンガポールに入社して以

来、��年間ۈしています。ฐ社は日ຊの化

学系ઐ社である࢈業ג式会社の現

法人で、主に化学、合成थࢷ、電子ࡐྉ、

৯素ࡐなどの༌出入、ࠃൢച、Ϛーέティ

ングを行なっています。シンガポールには

セールε、サーϏεセンター、৯素ࡐラϘの

�つのڌ点があり、現在��名ほどの社һがಇ

いています。私はそこで�人のエンジニアを෦

下に࣋ち、サーϏεセンターの業をリードし

ています。ੲからػցのトラϒルシューティン

グやम理にڵຯがあり、φガセでの事をָ

しんでいます。

　リΦンとのܨがりは�000年頃にḪります。

シンガポールࠃや近ྡॾࠃの電ػ・電子࢈

業やҩ薬関係のメーカーに、リΦンのඍཻ

子計ଌ器のൢചおよびテクニカルサーϏεを

ఏ供する理ళとして関わっています。今まで

10回以上、日ຊのリΦンຊ社にい、置の

校ਖ਼やトラϒルシューティングなどのトレーニ

ングもしてきました。ඍཻ子計ଌ器は、主にシ

ンガポールにڌ点を置くا業のクリーンルーム

のਗ਼ড়度理や程で使用するέミカル、ま

たҩ薬などの製の質を୲อするために

使われています。٬ސは日系ا業が多く、リΦ

ンのඍཻ子計ଌ器は、ଌఆ࠶現性が高くਖ਼֬

なཻ子数をଌることができる点で、お٬様から

高くධՁされています。また、トラϒルのࡍの

ਅ伨な対応など、サーϏεサポート体੍もت

ばれています。今後、ߋに現の製ニーズ

にద応していくとすれば、次のことが考えられ

ます。一つ目は置サイズのখܕ化です。ط

存の置はファンクシϣンຖに置のׂが

分かれていることで、ෆ具合Օ所の見ۃめが

༰қであるという点が強みとなっていますが、

一方でΦールインワンタイプのコンパクトな製

にもधཁがあります。ೋつ目は、お٬様の

設උと製の通৴੍ޚのվળでしょうか。イ

ンラインଌఆ時の8J�'J対応のデータૹ৴が

εムーズにできるようになることを期してい

ます。

　コロφՒのロックμン時は、Φフィεへの

出ۈもڐされず、検ࠪ用ඪ準器となるඍཻ子

計ଌ器の性อकにͻと苦࿑しました。よう

やくシンガポールも状گがྑくなり、ޫ؍の

人通りもやかになってきました。日ຊから

の٬ޫ؍や出張者がってきてくれる日が

ちԕしいです。

シンガポール編
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γンΨϙールを象徴するڊ大ホςル「マリーφϕイ・サ
ンズ」を一するϕイΤリΞ。

くのサイクリンάスϙοトである「δϡϥγοクۙߓۭ
マイル」。

ϒルースさΜがۈするφΨηγンΨϙールのサーϏ
スηンターΦϑΟス。

長年、リオンの微粒子計測器を販売する
シンガポールのパートナー企業「ナガセシンガポール」とは？

ϒルースɾリϜ  #SVDF -JN
1���年γンΨϙールੜまれ。ݩの
ϙϦςΫχοΫでిࢠɾి のデΟֶؾ
プϩϚをऔಘ。1���年φΨセγンΨ
ϙール入社。2、ࡏݱਓのΤンジχΞを
෦Լにͪ࣋サーϏスセンターのۀを
Ϧード͠ている。2ਓのڙࢠをͪ࣋、ຖ
年ՈでΫルーζにで͔けるの͕ྫ߃。

海外で働くリオンのスタッフやパートーナーによる、
現地の仕事や暮らしについてのレポート。
異国でリオンがどのように貢献しているのか、
かの地での暮らしぶりはどのようなものなのかなどを、
毎号、リレー方式で紹介していく。

FROM OVERSEAS 

シンガポール

ナガセシンガポール

マリーナ・バラージ

リトル・ギリン

マリーナベイ・サンズ

チャンギ国際空港

ジュラシック マイル

　�000年にリΦンに入社したླ༃規は、

もう�0年以上もඍཻ子計ଌ器のӦ業として

֎をඈび回る生活をૹっている。シンガࠃ

ポールやフィリピン、タイといった౦ೆアジア

を中心に世界中の人々やカルνϟーを体感し

てきたླが、Φフタイムに心のڌり所にして

いるϏアόーがある。ࠃ分ࣉの「LJHIUIPVTF�

5PLZP（ライトϋε トーΩϣー）」だ。+3ࠃ分

からెา�分という場所にあり、ΦޱӺೆࣉ

ランμ系イギリε人のϋφ・εカルファーさん

がΦーφーをめる。下への֊ஈを߱

り、൶を開けるとそこはまさにҟࠃ。น໘は世

界֤ࠃの౮のࣸਅで埋めਚくされ、Ԟに進

ΉとΰッϗやフΣルメールといったΦランμ人

アーティεトの作が০られている。

「はझຯでμーπをやっているのですが、ラ

イトϋεを知ったきっかけはझຯでやってい

るμーπ༑ୡのհでした。൴は༁の事

をしているのですが、ւ֎出張が多いという

をしたら、ྑ い&/(L*4) $A'&があるよと༠っ

てくれたんです」。

　「LJHIUIPVTF�5PLZP」ではՐʙ༵日のޕ

後にӳ会カフΣを開࠵している。औࡐ当日

も�ʙ 8名のஉঁが֎ࠃ人εタッフとともにϊ

ンアルコールでָしそうに会をしていた。年

配のஉ性や主්、ϏジネεϚン、ঁ 子学生な

ど、ࢀՃ者は性別も年もさま͟ま。業

とॅ֗がྡしているࠃ分ࣉならではのޫ

。だܠ

「はઍ葉のધࢢڮҭちで、今はྡの武ଂখ

金ҪӺにॅんでいるのですが、出張が多いこ

ともあってຊ社があるとはいえほとんどࠃ分

で過ごすことがなかったんです。μーπにϋࣉ

Ϛり、ࠃ分ࣉの『#lBDL�3』というμーπόー

やここに通うようになってから、少しずつࠃ

分ࣉの人や֗のັ力に気ͮいていった感じ

ですね」

は大学も多く、武ઢのり換えӺࣉ分ࠃ　

にもなっていることからੲから学生֗として知

られている。「LJHIUIPVTF�5PLZP」にもւ֎

からのཹ学生が数名いるという。

「4V[VLJ�TBn JT WFSZ QPQVlBS HVZ�（ླさん

はみんなの人気者よʂ）」とΦーφーのϋφさ

んがをかけてくれた。ྑしのϋφさんとは

フットサルνーム間でもある。൴ঁは近ྡ

にシΣアϋεも運Ӧするほどエネルギッシュ

で、その気さくな人ฑでたくさんの人がこの場

所に集まってくるのだという。　　

　一日の最後にཱちدり、౮のようにみん

なの心に明かりを౮す存在でありたい。そ

んな思いからΦープンしたこの場所はླに

とっても҆ら͗の場となっている。

「ւ֎に行くとみんながΦープンでフランクな

งғ気がありますよね。もւ֎出張が多い

ので、どこかでそういうงғ気の場所がམち

ணくのかもしれません。ここでྑくなった֎

でҿ৯ళをやってるからࣉ分ࠃ人の༑ୡがࠃ

行こうよとか、フットサルもそうですが、؇やか

に༑ୡのྠががって行く感じがいいですね。

コロφՒでւ֎ཱྀ行に行けない中でւ֎のง

ғ気をຯわえるのもޣຯです。ັ力を一言

で言うとlきない場所zかな。l
あきな

いzにも通

じますし」

ॹを感じることࠃにいながらもҟࣉ分ࠃ　

ができる「LJHIUIPVTF�5PLZP」は、しい日

ৗをしばしれられるඇ日ৗ空間だった。

異文化に接する機会が多く、飽きないのが国分寺の魅力です 
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ホームタウン！

ɹࠓ回のςーϚ

［国分寺のビアバーで異
文化交流！］

OUR FAVORITE TOWN, KOKUBUNJI　リオンのスタッフがナビゲート 

ブラリ、国分寺巡り
リオンのホームタウン・国分寺を個性豊かなスタッフがリレー形式で紹介する連載企画。
第五回は、微粒子計測器の営業マンとして長年海外を飛び回って来たスタッフが“心の拠り所”
にしているという国分寺のビアバー「Lighthouse-Tokyo」に伺いました。

ླ ༃ن
ඍཻܭࢠଌۀࣄث෦ Ӧۀ෦ ൢച՝。
2000 年入社Ҏ དྷ、γンΨϙール
ϑΟϦϐン、タイといった౦ೆΞジΞ
をメインにࠃ֎をඈͼճる。झຯ
μーπ。

Lighthouse-Tokyo
+Rதԝઢࠃࣉೆ͔ޱΒెา�、఼ϲ୩ށఉԂ
のೆଆに͋るϏΞόー。ࡍࠃ৭๛͔なงғ͕ؾ
のຯ͕৯Βれるとறオランμେڷނ。ྗັ
使の͓き。
౦ژࠃ分ࢢࣉೆொ��15��ɹᷟ༿ࠃ分ࣉάリーンϋΠπ 1'

My Favorite

⁞「-JHIUIPVTF�5PLZP」オーφー
のϋφɾスΧルϑΝーさΜ（ࠨ）
とླ༃ن（ӈ）

 ౮のΑうに、ళを๚れたਓ
の৺に໌͔りを౮すଘࡏであり
たいというࢥい͔らオーϓン。
ళには౮ϞνーϑのΞΠς
ムがͣらり。

औ�0、ޙࡐछྨ以্あるとい
うϏールの中͔らϋφさΜおす
すΊのυラϑτϏールをจ。
ϛーτϘールをίϩοέঢ়に༲
͛た「オランμϛーτϘール」と
ϑΟογϡ �νοϓスともにい
ただ͘。

⁞

 





ϦΦϯͷʦ׆ಈใࠂʧ
ࣄهද�ղઆൃڀݚ

 ̞%$"4& ���� $IBMMFOHF ʦ�0��3݄15ʙ �݄1ʧ
 ɾ 4FMG�&OTFmCMF XJUI .VMUJ�5BTL -FBSOJOH GPS -PX�$PmQMFYJUZ "DPVTUJD 4DFOF $MBTTJpDBUJPO

  3FJLP 4VHBIBSB, 3ZP 4BUP, .BTBUPTIJ 0TBXB, :VVLJ :VOP, $IJIP )BSVUB 	3*0/ $0., -5%.

  IUUQT���EDBTF.DPmmVOJUZ�DIBMMFOHF�0���UBTL�MPX�DPmQMFYJUZ�BDPVTUJD�TDFOF�DMBTTJpDBUJPO�SFTVMUT

 ̞#JP.FE $FOUSBM � #.$ /FVSPTDJFODF �� "SUJDMF OVNCFS ��	����
 ʦ�0��5݄�ʧ
 ɾ "VEJUPSZ TUFBEZ TUBUF SFTQPOTFT FMJDJUFE CZ TJMFOU HBQT FmCFEEFE XJUIJO B CSPBECBOE OPJTF 
  4FJJDIJ ,BEPXBLJ 	*6)8
, 5BLBTIJ .PSJmPUP 	3*0/ $P.,-UE.
 BOE )JEFIJLP 0LBmPUP 	*6)8

  IUUQT���SEDV.CF�D1�L/

 ̞*&&& *$"441 ���� 4IPX BOE 5FMM %FNP ʦ�0��5݄�ʙ 13、オンラΠンʧ
 ɾ -PX�MBUFODZ 3FBM�5JmF #JOBVSBM .7%3�*$ GPS 05$ )FBSJOH "TTJTUJWF %FWJDF 
  /PCVIJLP )JSVmB 	3*0/ $P., -UE.
, :PI�JDIJ 'VKJTBLB 	3*0/ $P., -UE.
, :PTIJUBLB .VSBZBmB 	$FBS, *OD.

  IUUQT����0��.JFFFJDBTTQ.PSH�WJFX@FWFOU.QIQ mJE�30

 ̞ຊۀ࢈Ӵੜ学ձ ʦ�0��5݄�5ʙ��ߴ、 ݝձ場おΑͼラΠϒ৴ʧ
 ɾ ૽Իऀۀ࡞のば͘࿐計ண用位ஔが測定݁Ռに༩͑るӨڹ
  ্দ Ѯ（リオン）
 ɾ ૽Ի性ௌࢭのたΊのリスクϚωδϝンτのఏҊ
  中ࢢ ݈ （リオン）ࢤ

 ̞ຊԻڹ学ձɹௌ֮ڀݚձ ʦ�0��5݄��、オンラΠンʧ
 ɾ ௌ֮࣌間分ղ能ࠪݕの࡞ɿ	1
ৼ෯มௐݕग़՝の༧උσーλ
   प࢘、ଜ  ా༔ （ొभ大）、ຊ ོ ՜、（ጯ大ܚ）ल߁ Ԭຊ、（リオン）࢘  ໊ढ़ڡ（リオン）、ਆ  ࡚থ（ܚጯ大）
 ɾ ௌ֮࣌間分ղ能ࠪݕの࡞ɿ	�
ແԻݕग़՝の༧උσーλ
  ଜ  ా༔ొ、 प࢘（भ大）、ຊ ོ ՜、（ጯ大ܚ）ल߁ Ԭຊ、（リオン）࢘  ໊ढ़ڡ（リオン）、ਆ  ࡚থ（ܚጯ大）

 ̞ຊԻڹ学ձɹௌ֮ڀݚձ ʦ�0���݄�5、オンラΠンʧ
 ɾ ௌ性定ৗԠの長ظతなࣗݾ૬関の個ਓࠩ
  Ԭ  ా大ߴޗ、 ే ڮ Җ、Մ෦ ହੜ（౦ژ大）、ຊ ོ 、ߴ（リオン）࢘ （大ژ౦） ڮ
˔ ຊԻڹ学ձࢽ �� ʦ�0���݄ʧ
 ɾ *40�5$�3ɾ*40�5$�3�4$1ɾ*40�5$�3�4$�૯ձɹԻڹに関する֨نࡍࠃの৹ٞঢ়گɿ�0�1ύリձ （ٞオンラΠン）
ࢁ    ོ࡚ ༸一、 ࡔ౻、ࢤ  ాঊ（リオン）、ଞ

లࣔձɾֶձɹ  ҩ  医療ثػ関࿈ ɹ     ɹ ثػڥ関࿈ɹ ඍ  微粒子計測ث関࿈ɹɹɹɹ  ɹ （ޙࠓのࣾձにΑり、ग़లݟ߹Θͤになる場߹があります。）

ҩ 第��回ຊௌ֮ҩ学ձ૯ձɾ学ज़ߨԋձɹซઃۀاలࣔ
ʦ�0��10݄5ʙ �、やま͗ΜݝຽϗールܗࢁςルαʧɹIUUQ���BVEJPMPHZ��.VmJO.KQ�

ҩ 第��回ຊࣖ科学ձ૯ձɾ学ज़ߨԋձɹซઃۀاలࣔ
ʦ�0��10݄1�ʙ�1、ύγϑΟίԣʧɹIUUQT���XXX.mFEJQSPEVDF.DPm�KJLB3��JOEFY.IUmM

ҩ 第��回ຊࣖඓҺ科಄ᰍ෦֎科学ձɹळقେձɹซઃۀاలࣔ
ʦ�0��11݄5ʙ �、大ࡍࠃࡕձٞ場ʧɹIUUQ���XXX.DPOHSF.DP.KQ�TIVLJUBJLBJ3��JOEFY.IUmM

ҩ 第��回ຊΊ·いฏߧҩ学ձ૯ձɾ学ज़ߨԋձɹซઃۀاలࣔ
ʦ�0��11݄1�ʙ 1�、ಸྑݝίンϕンγϣンηンλーʧɹIUUQT���HBLLBJ.DP.KQ�mFmBJ�1�

 44%4�+."$ٕज़ߨԋձ αンυˍόΠϒレーシϣンデβΠンフΣΞ����
ʦ�0���݄�ʙ �、中ԝ大ֶཧֶ෦ʧɹIUUQT���mPEBM.KQ�FWFOU�FWFOU.IUmM

 ຊԻڹ学ձɹ����ळൃڀݚق表ձ
ʦ�0���݄1�ʙ 1�、ւಓՊֶ大ֶʧɹIUUQT���BDPVTUJDT.KQ�BOOVBMmFFUJOH�

 ຊ૽Ի੍ޚ学ձɹ����ळൃڀݚق表ձ
ʦ�0��11݄�ʙ 10、౦ژཧՊ大ֶਆָࡔΩϟンύスʗϋΠϒリοτʧɹIUUQT���XXX.JODF�K.PS.KQ�SFDJUBM

 第��回ڠɾڥηϛφーશࠃେձ JO ژ
ʦ�0��10݄�ʙ �、ϗςルάランϰΟΞژʧɹIUUQT���XXX.KFmDB.PS.KQ��0���0��������

 ","ଌల����ɹ04ܭ
ʦ�0��10݄��ʙ��、άランΩϡーϒ大ࡕおΑͼオンラΠンʧɹIUUQT���KFmJmB.PTBLB�

 *OUFS�OPJTF ����
ʦ�0���݄�1ʙ��、(MBTHPX（ӳࠃ）ʧɹIUUQT���JOUFSOPJTF�0��.PSH�

 "VUPNPUJWF 5FTUJOH &YQP $IJOB ����
ʦ�0���݄5ʙ �、্ ւ（中ࠃ）ʧɹIUUQT���XXX.UFTUJOH�FYQP.DPm�DIJOB�FO�JOEFY.QIQ
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ඍ 4&.*$0/ 5"*8"/ ����
ʦ�0���݄1�ʙ 1�、	
ʧɹIUUQT���XXX.TFmJDPOUBJXBO.PSH�FO�

ඍ 4&.*$0/ $)*/" ���� 
ʦ�0��10݄5ʙ �、্ ւ	中ࠃ
ʧɹIUUQT���XXX.TFmJDPODIJOB.PSH�FO

ඍ ੜҩྍ࠶ +"1"/ ����
ʦ�0��10݄1�ʙ 1�、ύγϑΟίԣʧɹIUUQT���KDE�FYQP.KQ�KB�

ඍ 水ಓలݹ໊
ʦ�0��10݄1�ʙ�1、໊ లࣔ場（ϙーτϝοηな͝や）ʧɹIUUQT���TVJEPUFO.KQ��0���ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹࡍࠃݹ

セミナー

ࣾでは、Իڹɾৼಈに関するηϛφーをશ֤ࠃで։࠵しています。
ΣϒαΠτでは։࠵やձ場、ϓϩάラムなどৄࡉが確ೝできます。

https://svmeas.rion.co.jp/event/all

リオンの補聴器「H-501」が
日本初の"量産型国産補聴器第一号"
として「第3回音響遺産※」に認定
H-501は、戦後間もない1948年に
当社が日本で初めて開発・発売した量産型補聴器です。
内部にはミニチュア管と呼ばれる真空管を使用することで、
大幅な小型化を実現。
３四半世紀にわたる国産補聴器の長い歴史において、
その礎を築いたことが高く評価されました。

※「音響遺産」とは
一般財団法人日本音響学会が
音響学および音に関わる事象
を広く一般に伝えることを目的
とし、主として一般の方々の耳
目に触れる機会があり、かつ音
響的な特徴を持つ具体的事象
および事物に対して認定を行っ
ているものです。

ʦิௌ�5( ث��ʧ
1947年、難聴に悩まされていた大学教授からの相談を受けた
ことがきっかけとなり、当社の補聴器開発はスタートしました。
開発チームは独自技術であるクリスタル振動子を使用した超
小型イヤホンを開発し、マイクロホンと合わせることで試作品
を作り上げます。改良を重ねた結果、1948 年に国内で初めて
量産型補聴器を完成させ、製造・販売を開始。補聴器本体は
縦 20cm、横 10.5cm、厚さ3.5cmと弁当箱のように大きな
サイズでした。非常に高額であったにもかかわらず、想像を上
回る性能によって難聴者から高い評価を受けました。
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謎めくも美しい元素周期表

　私が理学（自然科学）の世界へ引き込まれ

ていったのは、元素周期表の存在が大きいで

す。私は、子供の頃から少年漫画が好きで、

その中でも『鋼の錬金術師』という漫画は何

回も読み返すほど大好きでした。この漫画は、

魔法のような架空の錬金術が展開されるファ

ンタジックな物語なのですが、主人公や敵が

錬金術を使って物質を変形・変換させて武器

や防具にして戦います。その錬金術を使用す

る中で、しばしば元素の説明が出てきます。「人

間の身体は炭素や水素などで構成されていて、

それぞれ何% あって…」といった実在する元素

名も出てきます。当時は、ファンタジーと現実

の境目がよく分かっていませんでしたが、その

謎めいた元素というものにカッコいいなと憧れ

を抱いていました。

　中学生の理科の授業で、世の中のあらゆる

物質が原子で構成されていると習い、そこで元

素周期表と出会います。「元素周期表にある

原子で世の中のものが構成されているのかー

（ワクワク）」と漫画の影響もあり、好奇心を抱

きつつ苦手な暗記「すいへーりーべー…」も頑

張りました。高校生の化学の授業では、さらに

元素周期表の族や周期のグループによって化

学的性質の共通点や関係性などを勉強しまし

た。元素の位置関係が頭に入っていれば、大

まかな化学反応のメカニズムを直感的に考え

ることができます。しかしながら、100種類以

上もある元素が整然と1枚の表にまとまってい

ることに対して、なぜ元素周期表はこれほどに

も整理されているのだろうと謎が深まっていきま

した。大学では、自然科学をもっと勉強したい

と思い物理学科に進みました。ある時、大学

の量子力学の授業で「三次元のシュレディン

ガー方程式を解いて水素原子モデルを表して

みましょう」という課題が出ました。とても難し

い課題だったので徹夜で一気に解き進めてい

きました。気が付くと朝で、解が得られた時に

はA4レポート用紙を何十枚もびっしりと数式

と文字、図で埋めていて驚きました。

　この式にはn、l、mという整数があり、これ

を量子数と言います。このn（ K 殻、L殻、M 

殻）、l（軌道角運動量）、m（磁気量子数）を

パラメータとして、多電子系のエネルギー準位

へと考察を進めていくことで元素の電子配置

や軌道の規則性を理解できます。その規則の

下で化学的性質の共通点や関係性の原理が

理解され、元素周期表の整然さも納得しまし

た。その直後に見た周期表には、「なんて美し

いのだろう」と感動しました。

　1869年にロシアの化学者であるドミトリ・

メンデレーエフが周期律を発見したと言われて

います。しかし、私はメンデレーエフだけでな

く古来の錬金術師と呼ばれた人や哲学者、そ

して今日の科学者など多くの天才たちが積み

上げてきた知の集大成だと考えています。

※　　　　　　　　　※

　大学院では物性実験研究室で過ごしました。

私は磁性と超伝導が共存・競合するユニーク

な超伝導物質のメカニズムを研究していまし

た。そこでは、高純度な試薬を調合・混合・

焼成して超伝導になるセラミックを自分で作製

していました。しかし、ねらい通りの性質をも

つ物質が作れず、何十回もカット＆トライしてい

ました。その試行錯誤の方向性を示す羅針盤

となっていたものが元素周期表です。例えば、

沸点の低い元素と融点の高い元素を化合させ

なくてはならないときに、反応させようと温度

を上げていってしまうと沸点の低い物質は先に

揮発してしまい、融点の高い物質が反応する頃

には反応相手は消えています。その場合には、

事前に沸点の低い元素を別の元素と化合物や

合金状態にしておき、揮発しにくい状態を一時

的に形成します。その後に融点の高い元素と

化学反応させて所望の組成比になるようにと

レシピを構築していきます。このようなテクニッ

クを検討できるのは、元素周期表があるから

で、元素周期表は物質設計の羅針盤ともいえ

る存在です。

※　　　　　　　　　※

　最近思い耽ることとして、元素周期表にも

「周期」という言葉があり、当社の社名の由来

にもある「音」も周期性をもつ物理現象ですが、

「周期」こそが自然界にある普遍的な「理
ことわり

」で

はないかと考えます。自然界には様 な々循環サ

イクルがあり、私たちもそのサイクルに応じて

活動をしています。物事の周期性を調べてい

き、元素周期表のように体系化していくことで、

私たちの未来の羅針盤も見えてくるのではない

でしょうか。

No. 005

元素周期表は
知の集大成

リオンを支える、理科や数学好きなスタッフたち。この連載
では毎回、理数系のスタッフがそれぞれの「理数愛」を語る。
第 5 回は「元素周期表」について。理数好きなもので。

リオンスタッフのこだわりコラム

元素周期表

シュレディンガー方程式の解（水素原子モデル）
石川 愼一  
技術開発センター R&D室 音響振動セ
ンサ開発グループ。2012年入社。音響
と振動に関するトランスデューサの研究
開発を行っている。これまでに、コード
レスオージオメータで使用するイヤホン
の開発などを手掛けてきた。
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半導体や薬品、食品、医療の現場など
では空気中の微粒子数を厳密に計測
し、空気清浄度を確保しなければなら
ない。こうした現場で使用される清浄
空間がクリーンルームだが、その清浄度

（クラス）は単位体積に含まれる粒子の
数で定義される。
リオンが微粒子計を製造するクリー
ンルームは、「クラス 3」の性能を有し
ており、この空間では大きさが 0.1 µm

（1mmの一万分の一の長さ）の粒子が
1㎥あたり 1,000 個以下、0.5  µmが
35 個以下というものだ。
つまり「3」という数字はリオンと深い
関係があるのだ。

数 字 とリ オ ン の 不 思 議 な 関 係



ཧ೦ۀا

ϦΦϯは͢ ͷͯߦಈΛ௨ͯ͠ �ਓ�ࣾձ�ੈքݙߩ� Δ͢
ΫΦϦςΟʔΦϒϥΠϑʢੜ׆ͷ࣭ͷ্ʣɹɹόϦΞϑϦʔʢোนͷͳ͍ࣾձʣɹɹΤίɾϚωδϝϯτʢڥཧʣ

このҹ物は環境に配ྀした67インΩと用紙を使用しています

35+�000�0

リオンג式ձࣾ
˟1������� ౦ژࠃࢢࣉ౦ݩொ��20��1
IUUQT���XXX�SJPO�DP�KQ�

ຊࢽの͓い߹Θͤ
技術開発センターɹ技術ࢿྉ՝
5FM 0�2���������	μイヤルイン
 'BY 0�2���������ɹJOGP�KPVSOBM!SJPO�DP�KQ

本ࢽはฐ社トοϓϖーδのόφーからも͝ཡいたͩけます
IUUQT���XXX.SJPO.cP.KQ�UFcIOJcBMKPVSOBM�

ฐ社の4%(Tと社会ݙߩの
औりΈはこͪらから

ʦൃߦʧڮؠ 清উ
ʦاըɾ੍࡞ʧ3*0/ 5FDIOJDBM +PVSOBM ฤूҕһձɿ
Ԭຊ ৳ٱ、দ㟒 ݠ一、ࢁ㟒 ਅ一、࠲間ຯ いͣඒ、ࠇ  ాඒ子、ᖛ中 ߳ 子、ࢁ ༤ੜ、ଜ लਓ、২  ాਅ、 ༐、中ଜ 一、લ ྑ 、ࢤ߶ా 

ʦฤूɾऔࡐʧӉٶϛήル、ԣ  ాՄಸɹʦΞーτσΟϨクγϣンɾσβΠンʧ中σβΠンࣄॴɿ中 ݡ、ా中 ࡊ子（Ξγスλンτ）ɹ
ʦൃߦʧ�0��  � ݄5 




